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令和 10 年 4 月の開校に向けて準備を進めている芦原中学校区新校について、
校名（仮称）が「小諸市立 芦原小中学校（あしはらしょうちゅうがっこう）」に決定しました。

たくさんのご応募と温かい想いをお寄せいただき、ありがとうございました。
　
新
校
の
校
名
募
集
︵
令
和
８
年
１
月
９

日
~
２
月
27
日
︶
に
あ
た
り
、
７
６
５
名

の
皆
さ
ん
に
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
小
諸
市
立
芦
原
小
中
学
校
」

を
選
ば
れ
た
方
が
４
５
９
名
と
な
り
、
最

も
多
く
の
支
持
を
集
め
ま
し
た
。
こ
の
結

果
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
「
芦
原
」
と
い

う
名
称
に
深
い
愛
着
と
誇
り
を
抱
き
、
そ

の
歴
史
と
名
称
を
将
来
へ
受
け
継
い
で
ほ

し
い
と
い
う
強
い
願
い
の
表
れ
で
す
。
統

合
準
備
委
員
会
お
よ
び
総
務
部
会
で
は
、

こ
う
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
想
い
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
検
討
を
重
ね
て
決
定

に
至
り
ま
し
た
。

■
地
域
の
歴
史
と
自
然

　

芦
原
中
学
校
周
辺
に
か
つ
て
一
面
に

生
い
茂
っ
て
い
た
「
芦
」
に
由
来
し
、

地
域
の
歴
史
と
自
然
を
今
に
伝
え
ま
す
。

■
豊
か
さ
と
希
望

古
事
記
や
日
本
書
紀
に
お
け
る
日
本
の

呼
称
で
あ
る「
豊
葦
原
瑞
穂
国︵
と
よ
あ
し

は
ら
の
み
ず
ほ
の
く
に
︶」に
も
み
ら
れ
る

よ
う
に
、豊
か
さ
や
希
望
の
象
徴
で
す
。

■
知
性
と
学
び

　

哲
学
者
パ
ス
カ
ル
の
言
葉
「
人
間
は

考
え
る
葦
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
あ

る
よ
う
に
、
人
間
の
知
性
や
深
く
学
ぶ

姿
を
想
起
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
然
の
恵
み
、
地
域

の
記
憶
、
そ
し
て
学
び
に
向
か
う
知
恵

を
併
せ
持
つ
「
芦
原
」
の
名
は
、
新
校

の
理
念
や
未
来
像
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称

で
す
。
ま
た
、「
小
中
学
校
」
と
い
う
表

記
に
よ
っ
て
、
小
学
校
段
階
と
中
学
校

段
階
の
義
務
教
育
９
年
間
を
一
体
的
に

担
う
学
校
で
あ
る
こ
と
を
分
か
り
や
す

く
示
し
、
ど
な
た
に
も
学
校
の
姿
が
直

感
的
に
伝
わ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
幅
広
い
世
代
に
親
し
ま
れ

や
す
く
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
新
校
の

名
称
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
か
ら
、

校
名
を
「
小
諸
市
立
芦
原
小
中
学
校
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

小諸市立 芦原小中学校新校名

決
定
ま
で
の
歩
み
と
選
定
理
由

「
芦
原
」
に
込
め
ら
れ
た
意
味

令和 9 年 9 月議会定例会において、令和 9 年 9 月議会定例会において、
義務教育学校設置条例の制定を議会義務教育学校設置条例の制定を議会
に付議し、議決後に校名が正式決定
となります。条例案が可決されるま
での間は、校名を『小諸市立芦原小
中学校（仮称）』として使用し、周
知を図っていきます。知を図っていきます。

に付議し、議決後に校名が正式決定に付議し、議決後に校名が正式決定
となります。条例案が可決されるまとなります。条例案が可決されるま
での間は、校名を『小諸市立芦原小での間は、校名を『小諸市立芦原小
中学校（仮称）』として使用し、周中学校（仮称）』として使用し、周

今後のスケジュール今後のスケジュール

芦原中学校区 新校の
校名（仮称）が決定しました
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